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１．研究計画の概要 
本研究は、幼児教育から小学校教育への移行
を文化間移行として捉え、先行研究の展開を
文献で捉えた上で、子ども、保護者、教師の
文化間移行を以下の３つの研究を通して明
らかにするものである。 

(1)幼稚園年長児５歳クラス３学期から同
一集団の子どもが小学校へどのように入学
し移行するかを保育ならびに教室観察と絵
画と語りによる面接を縦断的に同一の子ど
もに実施することで、子どもの各時期の特徴
を明らかにすることにある。また保護者への
２回の質問紙調査によって、入学前と入学後
で、親の意識の変容や不安や期待の質の相違
を微視的に検討する。 
 (2) 人事交流制度によって幼稚園と小学校
の教師の両方を経験した者を対象に、園と学
校での教育観や指導観、具体的指導行為等に
おける教師文化の差異、移行に伴っていかな
る経験が教師においてなされているのかの
面接調査を実施分析し、論文として発表する。 
 (3)アジアにおける日本との比較文化研究
として、台湾でも第１と同じ調査を行う。そ
して幼児教育のカリキュラムや制度改革と
照らし合わせて検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
 幼小移行の先行研究のレビューに関して
は、すでに資料収集等をおえ、今年度の執筆
に取り組んでいる。 
(1)日本の３地域での子ども、保護者の縦断調
査結果を収集分析し、その結果は学会発表は
２００９，２０１０年度にすでに実施してお
り、論文原稿を書いているところである。 
(2)人事交流制度に関しては。人事交流、研修

派遣、短期訪問等に関して教員への質問紙調
査を行いこの結果は日本教育方法学会で発
表を行なった。また３年間の人事交流におけ
る教師の経験過程についてはデータは収集
しプロトコルも分析し、その結果の一部は２
０１０年の日本教育心理学会で発表の予定
となっており、さらに論文化するべく準備を
行なっている。 
(3)での台湾調査が先方の突発的な用件によ
って実施が遅れているが連絡を取り合って
すでに日本のデータは中国語訳をすべて行
ないすでに先方に送っており分析の観点等
についても意見の調整をすませているので
本年度中に子ども、保護者面接の比較研究は
完成できる予定である。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。これは台湾に依頼した縦
断研究が最終年度実施になったために比較
文化研究の部分において遅れがでているた
めである。他の研究内容に関してはおおむね
順調に進展し、以下に示すように研究も論文
化や学会発表してきており、すでに３本の査
読付き学会誌を発表している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 収集したデータでの論文化と同時に台湾
のデータ収集にあわせて比較文化的観点か
らの検討を行なうべく、台湾から幸教授を招
聘すると共に日本からも台湾に訪問しさら
に共同分析を本年度行なっていく。 
 また当初の予定にはなかったが、欧米で先
進的移行研究を行なっている国の研究者（独、
米）の日本招聘に伴う意見交流、筆者らの研
究への指導助言をうけて研究論文の作成に
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取り組む予定である。 
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